







































日本の南極観測が開始されたのは （ ）の 年であ
る．世界各国は南極氷床上での地上気象観測・雪氷観測などを実施した． 年代以降，
衛星気象データの利用が可能になったことで南半球の大気循環場の研究が盛んになった





















継続して行われており，約 年間の気象データが蓄積されている． （ )，






























として， - 年までの 年間における，昭和基地とドームふじ基地に到達する空気
塊の輸送経路とその起源について，特に季節変化について着目し，その季節変化や対流圏
中層と下層における違いを詳細に調べた．解析手法としては， - までの
ごと 層の基点から，毎日 から 日間の後方流跡線解析を行った．用いたモデ
ルは，国立極地研究所粒跡線モデル（ ）で，気象データは 日





図 は，南極域を三海と一陸という，四つの領域に区分した図である．昭和基地（ ° ′







× ?? （ )??． ， 以上の領域をそれぞれ薄い 濃い網掛けで示してい
る．( より引用)






昭和基地上空 に到達する空気塊の 日前の位置について，図 の領域に該当す
る流跡線を，水平方向は緯度経度 度，鉛直方向は緯度 度，高度 の格子を仮定
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図 ( )に °- ° を平?した と東西風の緯度―時間断面図を示す．大陸の沿岸部























図 ()に， 月と 月の における等圧面高度（以後， ）と東西風の月平?
値を示す．南極大陸は標高が高く，沿岸部を除いて 面よりも地表面が高くなるた











































昭和基地付近では， - 月を除くと，弱い東風領域となっている（図 ( ))．また， -











大西洋起源が卓越する．偏西風帯は， - 月， - 月にそれぞれ極大を持ち，太平洋から
の空気塊の輸送が増える時期と一致している．偏西風帯が昭和基地側に近づくことは，偏
西風帯中に発達する擾乱に伴った，より遠くからの大気輸送の機会を増やすと?えられる．




































起源が卓越する - 月，および比較的多い 月には，沿岸部から内陸部にかけて東風が
極大となっており（図 ( )），東向きの輸送が多くなるといえる．全体の割合としては，大
西洋起源が ，インド洋起源が ，太平洋起源が となっており，大西洋からの輸
送が多いものの，様々な方向からドームふじ基地へ大気が輸送されている．沿岸部にある
昭和基地では風向は夏季に西向き，冬季に東向きになっているが，丘陵にあるドームふじ
基地では風向は定まらず，あらゆる方向から大気が輸送されていると推測された．
ま と め
昭和基地における対流圏中層への大気輸送は，偏西風帯の影響を受けた西側からの海起
源の輸送が卓越し，対流圏下層へは，周辺にある低圧部の影響から海起源と陸起源の割合
は半々で，東側からの輸送が増加していた．対流圏中層・下層共に，昭和基地の西側に低
圧部が存在する場合は，海上からの東向きの輸送が卓越し，東側に低圧部が存在する場合
は，沿岸部や内陸からの西向きの輸送が卓越する傾向がみられた．ドームふじ基地におけ
る，大気輸送経路の海起源と陸起源の割合は半々である．明瞭な季節変化がみられ，夏季
は大陸を覆う高気圧に影響を受け内陸起源が優勢となるが，冬季には総観規模擾乱などに
よる大気の流入の増加により海起源が優勢となっていた．ドームふじ基地周辺が高気圧に
なり，その西側（東側）に低気圧がある場合に，大西洋側（インド洋側）からの大気が流
入していた．また，基地の東側が低圧になり，西側に高圧部がある場合は，ロス海側から
南極点を通過して大気が到達しやすく，基地上空が低圧で西側に高圧部がある場合は，東
南極大陸上に流入したリッジによる反時計回りの大気輸送が卓越していた．しかしながら，
明確な輸送経路の方向性がみられなかった．
沿岸部では，対流圏中層および下層について，それぞれ大気輸送経路の起源や到達する
方向が明らかになったが，内陸部でははっきりとした特徴はなく，内陸部へ様々な方向か
ら大気が到達していることが示唆された．大気中微量物質の濃度の季節変化や空間分布を
捉える上で，本研究による輸送起源の季節変化や輸送パターンを把握することは必要であ
ると?えられるが，今後は，物質濃度変化をもたらす輸送パターンの変化やその背景とな
る大気循環場の理解だけでなく，南極氷床全体における大気輸送の概要を理解することが，
古気候の再現においても重要な課題である．
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南極域における大気循環と氷床への大気輸送
